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A. 研究目的 

ベトナムの統計水準を把握するために、乳

幼児死亡率について、ソースの異なる 2 つ

のデータの数値を比較する。 

 

B. 研究方法 

公開データである GSO データと、非公開デ

ータであるが機関の厚意で集計表が提供さ

れた GOPFP データを用いて、各データによ

る乳幼児死亡率を比較する。 

 

(倫理面への配慮) 

本分析は、公表済みの統計・資料・論文およ

び個人情報が削除された形で提供されたデ

ータを用いるため、倫理審査に該当する事

項はない。 

C. 研究結果 

GSO データと GOPFP データでは、乳幼児

死亡率の数値に差異があることがわかった。 

 

D. 考察 

今後、ベトナムの統計水準を上げるにはど

のような方策があり得るかが検討された。 

 

E. 結論 

ベトナムのように順調に経済発展を続けて

いる国では、国際協力から独立して自国で

正確な人口動態統計を作成できることを目

標となるため、そのための方策を提案した。 

 

F. 健康危険情報 

 特になし。 

研究要旨 

ベトナムにおける人口動態統計の水準は高くない。とりわけ、乳幼児死亡率については、60%

近くが把握されていないという先行研究がある(Huy et al. 2003)。ベトナムにおける人口動態

は、少なくとも 5 つの機関による調査やレポーティングシステムにより把握できるが、本研

究では、そのうち、Ministry of Planning and Investment の一機関である GSO(General Statistics 

Office)と Ministry of Health の一機関である GOPFP(General Office for Population and Family 

Planning)による乳幼児死亡率の比較をおこなった。結果として、GSO と GOPFP では、乳幼児

死亡率の数値に差異があることがわかった。今後、ベトナムの統計水準を上げるにはどのよう

な方策があり得るかが検討された。 
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